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はじめに

■　�実践的災害訓練教育プログラムの構築に向け
た取り組み

　日本は自然災害，特に地震・台風による被害の
多い国である。当大学の看護学部が位置する呉市
は海・山・川の自然環境に恵まれているが，容易
に自然災害の影響も受けやすいという地理的要件
があげられる。また災害訓練の実施については，
温和な環境下で生活する住民の災害に関する意識
の低さが一つの問題であり，人口10万人以上の都
市では高齢化率が最も高く，要支援者の避難も二
つ目の問題としてあげられる。
　わが国における災害対策基本法は，国民の生命，
身体及び財産を災害から保護するため，防災に関
し，国，地方公共団体及びその他の公共機関を通

じて必要な体制の確立と責任の所在の明確さとと
もに，災害予防社会の秩序の維持と公共の福祉の
確保に資することを目的としている。阪神淡路大
震災以降，地域における災害予防活動が強化され
るべく厚生労働省は『災害時における初期救急医
療体制の充実強化』1）を通達し，医療従事者への
徹底した教育の必要性を示している。将来，医療
者の一人として病院での看護を引き受ける看護専
門職者は，被災したときの患者の安全を守る立場
にあり，地域における住民の災害時の看護を引き
受ける可能性がある。その教育実践は，近隣病院
での災害訓練に積極的に参加・協力のみならず，
学生参画防災委員会を設置し，年間防災訓練の企
画・運営実施（消防署との連携および交渉も含む）
を行い，訓練を通して学生に対して防災知識・技
術の啓蒙活動を行っている。しかしながら，医療
に携わるべき看護学生の教育のみでは，国民の生
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　本学部では訓練を通して学生に対して防災知識・技術の啓蒙活動を行っている。今回は，地域密着型の実践的
災害訓練教育プログラムを構築し，アガデミア，阿賀地区公共団体，行政機関との「対話」を通して，連携・調
整を行いながら，地域住民及び学生が災害に関する意識・啓蒙を図り，地域住民自身が自身の安全を守るための
高齢者及び要支援者を含めた避難のあり方を検討した。実践的災害訓練の実施に向けての取り組みとして災害訓
練プログラムを構築し，実施に向け各関係機関と連携を取り，実施した。その結果，今回の訓練はほとんどの方
が満足であったと答えており，特に小学校の子どもたちは，心肺蘇生術を体験できたことが印象に強く残ってい
た。小学生にとっては，人形に触れたり，実際の心臓マッサージをしたり，日頃にない体験ができたと考える。
地域住民の高齢者は，事態を飲み込めていない方が多かったが，繰り返し行ってほしいとの要望があった。学生
にとっては「地域密着型学生参画災害訓練」に参加し，小学生や地域の高齢者といった世代の違う人との実体験が，
災害時の役割を学生に認識させ，教育としての効果に繋がったと考える。企画側から見た場合，連絡，相談，指
示命令系統，他組織との協働の在り方を考えていく事が企画側の今後の課題でもある。
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命，身体及び財産を災害から保護する事にはつな
がらず，地方公共団体及び地域に位置する多くの
公共機関を通じて災害に関する意識啓蒙と実践的
な災害訓練を行い，地域密着型の災害避難体制の
構築が必要であると考える。
　そこで，本学部では，地域密着型の実践的災害
訓練教育プログラムを構築し，アガデミア，阿賀
地区公共団体，行政機関との「対話」を通して，
連携・調整を行いながら，地域住民及び学生が災
害に関する意識・啓蒙を図り，地域住民自身が自
身の安全を守るための高齢者及び要支援者を含め
た避難のあり方を検討した。

■　実践的災害訓練の実施に向けて

１．期待される成果
　１）‌�将来，看護専門職者となるべく教育を受け

ている看護学生が，災害時における救命・
救急及び身体的・精神的・社会的な健康問
題に対応できる専門的な知識・技術が習得
できる。

　２）‌�地域の課題解決に向けた教育課程の再編成
ができる。

　３）‌�行政機関や地域住民との「対話」と「行動」
を通して，実践的災害訓練教育プログラム
の構築ができる。

　４）‌�本プログラム実践によって地域住民が，自
身の生活空間に起きえる災害に対する意識
が高揚し，日頃の備えができる。

　５）‌�本プログラム実践知を研究的な視点からと
らえ，高齢者・要支援者の避難システムの
体制づくりに還元できる。

２．災害訓練プログラムの作成
　災害訓練プログラムは平成25年４月より，学生
参画防災委員会（主として１年次生16名）を発足
させ，担当教員３名，事務職員１名で編成された。
本事業の企画責任者である副学長・学部長・学科
長（３名）と災害看護論担当教員２名，阿賀地区
福祉協議会（阿賀支所市民センター），呉市東消
防署署員２名，阿賀地区民生委員，を含めた事前
会議を行い，訓練実施に向けた協議を行い，訓練
実施日を決定し，具体的な実施に向けて検討を重
ねた。

３．�災害訓練プログラム実施に向けた調整及び連
携に向けた関係機関

　１）広島文化学園大学看護学部
　２）学生参画防災委員会
　３）アガデミア（阿賀学園地域教育連携協議会）
　４）‌�阿賀地区公共団体（自主防災組織，民生委員，
　５）‌�行政機関；呉市及び呉市危機管理室，広警

察署，呉市消防局（消防課・東消防署），
消防団等

　６）‌�小学校校長は全体会議に出席が不可能だった
ので，会議終了後副学長・学部長・学科長（３
名）が小学校に伺い，訓練内容を説明した。

４．実践的災害訓練教育プログラムの構築
　１）‌�災害訓練実施日；平成26年２月28日（金）

13：30 ～
　２）‌�本事業関連の設備購入（２月中）
　３）‌�学内演習；イメージトレーニング，シミュ

レーション教育（フイジカルアセスメント
に必要な模型等の教材・ビデオ他）

　４）‌�地域協働型避難訓練の実施（搬送具・救急
バック・衛生材料・医薬品他）

　５）災害訓練計画
　　（1）訓練実施要領（資料１）
　　（2）‌�平成25年度　広島文化学園大学　「地域

密着型学生参画災害時避難訓練」実施計
画（資料２）

　　（3）東消防署作成訓練ルート（資料３）
　　（4）‌�広島文化学園大学看護学部行動予定表（資

料４）

５．訓練実施状況
　実際の訓練は，本学部から阿賀支所（市民セン
ター）３階までの避難をすることにし，避難道を

図１　他機関との協議場面
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直線で移動することにした。途中，阿賀小学校の
前で動けない高齢者２名，阿賀小学校の児童90名
の内，２名が自力で避難できない，阿賀駅階段前
で動けない高齢者２名，これらの方々を支援しな
がら，学童・地域高齢者とともに，看護学部学生
40名と教職員12名が，搬送具等を利用して避難誘
導することとした。
　また，避難先の市民センターには，50名の高齢
者が「活き活きサロン」の活動実施中であり，そ
の方々も一緒に上記別添資料のとおりに推移し
た。本学部から小学校までの時間が約３分，小学
校から駅階段までが３分，階段を上って市民セン
ターまでが約５分で推移し，予定通り，市民セン
ター３階まで全員が避難できた。
　避難先のホールで心肺停止の方がいるとの情報
で，心肺蘇生術を行うと同時に，参加者全員で訓
練を体験した。訓練実施後に消防署の方から講評
を受け，解散した。アガデミア地区協議会で報告
し，参加者の評価を受けた。

図２　訓練前の本大学前での学生と消防隊員の待機状況

図３　災害発生後，地域の要介助者を救助している場面

図４　地域の要支援者を介助しながら避難する学生

図５　要介助者を避難器具を使用し搬送中

図６　避難してきた阿賀小学校児童

図７　避難場所での防災に関しての説明
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６．災害訓練評価と今後の課題
　今回の訓練はほとんどの方が満足であったと答
えているが，個別には以下のような評価があっ
た。特に小学校の子どもたちは，従来，避難する
だけの訓練であったが，今回は，心肺蘇生術を体
験できたことが印象に強く残っている（小学校校
長談）。小学生にとっては，人形に触れたり，実
際の心マッサージをしたり，日頃にない体験はで
きたと思う。ただ，やや緊迫感が感じられなかっ
たことは気になる。いきいきサロンの方は，良い
機会ですと言われ，体の自由がきく半数の方々は，
小学生に交じって，真剣に体験でき，喜んでおら
れた。学生は，小学生に丁寧に接していたと思い
ますとの意見もあった。地域住民の高齢者は，事
態を飲み込めていない方が多かったが，少しずつ
訓練に参加し，その意義を述べていた。繰り返し
行ってほしいとの要望があった。
　自治会からは，良い体験ができた。今後，幅を
広げていけたらよい。また，アガデミア会議にお
ける事後報告・評価の直前の３月15日に呉市で大
きな地震が発生したこともあり，場面を様々な場
面を想定した継続的な訓練の必要性があるとの意
見が出された。
　参加した学生からは，今回の災害訓練では，声
掛けの重要性と移動や行動をする時の周りの安全
への配慮が大切である。救助する時は必ず１人で
はなく，複数の人と救助することが必要である。
子供や高齢者の方とふれあえ，地域との交流も深

まり，自分達の学習にもなったのでとても良いと
思った。負傷者の状態や安全を確認する。早く逃
げることも大切だが，多くの人が助かるように手
助けすることは簡単な事ではないという事を学び
ました。視野を広く，声掛けが重要となり，不安
にならないようにしなければならないと思いまし
た，等の意見があった。このことから「地域密着
型学生参画災害訓練」に参加し，小学生や地域の
高齢者といった世代の違う人との実体験が，災害
時の役割を学生に認識させ，教育としての効果に
繋がったと考える。
　企画側から見た場合，訓練の訓練で事故があっ
てはならない為，十分に検討を加えながら実施し
ていくべきであるとの意見があった。また，全体
打ち合わせの時間がとれなかったことで，共通理
解ができていない部分があったが，各自が，協力
しながら役割を果たしていったことで，事故なく
訓練を終了することができた。他方，連絡，相談，
指示命令系統，他組織との協働の在り方を考えて
いく事が企画側の今後の課題でもある。
　高齢者の要支援は，日頃から階段が登れる方も
おり，個別の引率が必要である。実際の避難誘導
場面でも，想定されることであるが，高齢者の誘
導には，人員が必要であると考える。実際，災害
時要援護者避難支援研究会は，具体的な避難支援
計画をあらかじめ策定し，平常時から避難訓練な
どを実施しておくことが重要であると指摘してい
る。2）今回の訓練では，自治会長達４名が要支援
の役割をされたが，災害時のリアリティを持つた
めにはもう少し，病弱な方，要介護者，車いす移
送者等の避難訓練が必要であるが，実態の把握は
できていないため，今後は地域の方の個人情報の
把握の仕方を考えていく事が必要である。その為
には，自己申告制による自主防衛コミュニティの
形成が不可欠であろう。
　今回の地域密着型学生参画災害訓練を通してお
互いの組織間で，何でも言い合える関係が形成さ
れた。今回の反省を生かして，十分な合意のもと，
訓練を継続して実施していかなければならないと
考える。

図８：心肺蘇生法の体験

注

１）厚生労働省健康政策局長；災害時における初期救急医療体制の充実強化，平成８年５月10日
２）災害時要援護者避難支援研究会：高齢者・障害者の災害時の避難支援のポイント．ぎょうせい．東京．2006
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資料１

8 
 

資料 1 

平成 25 年度「地域密着型学生参画災害時避難訓練」実施要領 

 
趣旨：南海トラフ沿いの地域では 100～150 年の周期で大規模な地震が発生している。平成 24 年

７月に防災対策推進会議によって示された最大クラスの巨大地震は、発生頻度は極めて低いが、

発生すれば甚大な被害をもたらす恐れがあり、当該地震への対策に万全を期す必要がある。呉

市における津波の高さは、4.0ｍであり、呉市に到達する最短の津波到達時間は２時間 40 分と

想定される。 
このため、避難行動に焦点を当てた実践的な訓練を通して、住民(学童・高齢者)などが、安全・

確実に避難するための避難経路・避難場所（高台等）、一時避難施設等を確認するとともに、避

難後に生命危機状況にある人の心肺蘇生術等の方法に対して学ぶ機会にする。 
実施日時：平成 26 年 2 月 28 日 13：30～15：00 
実施対象機関：阿賀地区(自主防災組織、自治会、民生委員、児童委員他)、阿賀小学校、広島文化

学園大学、呉市消防局（消防課・東消防署）等 
訓練想定：2 月 28 日（金）13：30 分頃、南海トラフ巨大地震が発生し、県内は震度 6.0 弱の揺

れ、地震発生後２時間 40 分後に襲来、気象庁は 13 時 33 分に広島県の沿岸部に「津波警報（津

波）」を発表した。 
避難場所：「阿賀市民センター」３階ロビー 
避難経路：全ての避難者は駅に直行するルートを取り、駅階段を使用して(災害で破壊されていな

い状態と想定する)「阿賀市民センター」３階ロビーに避難する（資料地図ルート参照）。 
訓練内容：アガデミア地域内を消防車両（４か所配置）及び消防団車両の車載拡声器を使用して

津波警報と避難を呼びかける。率先避難者については消防団員・大学生が地域住民に対して避

難を呼びかける（大学生は災害用搬送車、車いすなどによる避難支援を実施）。 
訓練内容： 

13：30 訓練場所の区域内に配置した消防車両により「緊急地震速報」の放送をする。 
これを受けて、自治会、自主防災組織、消防団、民生委員、児童委員、消防団、教育

機関等はまず自分の身を守る。 
13：30「活き活きサロン」の方々は、そのまま、活動を続ける。 
13：40 訓練場所の区域内に配置した消防車両により「津波警報発表」等の放送をするととも

に「避難」の放送をする。 
13：40 広島文化学園大学は、「避難」の呼びかけや避難誘導を行いながら阿賀小学校付近で

動けなくなった人（２名）、駅前で動けなくなった人（２名）を、駅階段を使って「阿

賀市民センター」に搬送しながら避難する。 
13：45 自治会の方で２名は阿賀小学校の付近、2 名は阿賀駅の階段前で座り込んで待機（エ

レベーターは使用しない）する。他の参加者は学生と共に駅前階段を使用して「阿賀

市民センター」に避難する。 
13：45 阿賀小学校では、「阿賀市民センター」に避難を指示し、避難を開始する。道中、看

護学生、地域住民の避難と合流し、一緒に避難できる機会を設ける。小学校の学童が
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「阿賀市民センター」に到着したら、ロビーで待機し、小学校教員による安全確認の

点呼を行う（学童は次の演習のために 10 グループに分けておく）。 
14：00 参加者全員が「阿賀市民センター」ロビーに避難したことを確認、点呼を行う。 
14：00 同時に消防団車両の巡回による「津波警報解除・避難所への移動」の放送がある。 
14：05 ホールの「活き活きサロン」の方々と合流し、心肺蘇生（心マッサージ・AED）の訓

練を消防隊員(５人)看護学部教員(５人)の 10 グループで実施する。この際、小学生・

地域住民の心肺蘇生術の体験ができるよう配慮する。 
14：35 小学生は、阿賀小学校に戻る。その後、地域住民の体験学習を継続する。 
14：45 全ての訓練終了、解散命令（消防署）、 
15：00 訓練に使用した器具の撤去を参加者で協力して行う。当日、大学への搬送が困難な場

合、「阿賀市民センター」に保管していただき、後日、回収することも可能。 
 
写真撮影：事務部（金子）・金澤 
避難ルート図作成：石川 
訓練に必要な物品：訓練前に「阿賀市民センター」に心肺蘇生モデル全身４体（消防・大学各２）

上半身６体（大学）、訓練用 AED（10 個）を搬送、準備をしておく（担当：前信・鮎川・大坪・

新川・高橋）。 
学生と教員が訓練時持参するもの 牽引付車いす１台（学生１名    ） 
牽引付き搬送用具 3 台、ストレッチャー１台 
（学生・教員８名                         ） 
救急用バッグ 5 個（学生・教員５名         ） 

避難誘導：（教員 山内、加藤、安藤、高田、森田、山本、今坂、大竹、讃井、成、田村、日川、

八島、浅香、大浜、小林、迫田、久保、風間  学生２年次生４０名） 
心肺蘇生（心マッサージ・AED）訓練の実施：(看護学部教員 前信、鮎川、大坪、新川、高橋) 
その他： 
訓練実施要領作成：山内、加藤、佐々木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年 2 月 11 日作成 
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平成25年度　広島文化学園大学　「地域密着型学生参画災害時避難訓練」実施計画 資料2

訓練参加組織：阿賀地区(自主防災組織、自治会、民生委員、児童委員他)、阿賀小学校、広島文化学園大学、呉市消防局（消防課・東消防署）等

打ち合わせ会議：第一回　平成26年２月10日(月曜日午後1：00～2：00）

 第二回　平成26年２月21日(金曜日午前9：00～10：40）

訓練実施　　　　　　　　　　　 平成26年２月28日(金曜日午後1：30～3：00）

Ｔｉｍｅ 東消防署 広島文化学園大学看護学部 阿賀小学校 「阿賀市民センター」 地域自治会（西新開）・住民 「阿賀市民センター」活き活きサロン 備　　考　　欄

責任者：竹越校長
小学校４年生60名

責任者：品川 責任者：川筋 すみれ会５０名
訓練用モデル・AED他確認・点検
（大坪・新川）

平成26年2月28日
午前中

訓練に必要な物品の搬入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訓練に必要な物品の受け入れ・
保管 　　　　　　　　　　　　　　

訓練計画責任者：佐々木 　
避難誘導班責任者：山内
連絡通報責任者：瀧川部長 　
搬出責任者：丹羽総務課長
通報責任者：金田
救護責任者：前信
避難誘導：安藤・高田・森田・沢田・山
本・今坂・大竹・金澤・讃井・成・田村・日
川・八島・浅香・大浜・小林・高橋・久保・
風間　　　　　学生２年次生４０名

２月２８日
訓練開始

「緊急地震速報」の放送 　学内緊急放送：若狭

　（2回繰り返す） 　（2回繰り返す）

13:33 「津波警報発表」の放送 　学内緊急放送：若狭 阿賀小学校前待機2名
阿安芸阿賀駅前待機2名

待機教員：沢田・小林 待機教員：讃井
看護学部学生と教員は牽引付き搬送用具3
台、ストレッチャー１台、救急用バッグ5個を
持って避難開始

　（2回繰り返す）
13:40 避難開始： 　校内緊急放送： 避難開始：

地域住民の自主的避難開始
看護学部学生と合流予定　搬送
を行う。

　（2回繰り返す）

14:00
消防団車両の巡回による「津波警
報解除・避難所への移動」の放送

「阿賀市民センター」到着　避難
確認・点呼

「阿賀市民センター」到着　避難
確認・点呼 　　　　

「阿賀市民センター」到着　避難
確認・点呼 　　　　

避難訓練者と合流　避難確認・
点呼 　　　　

14:05
全身人形４体　上半身人形６体　AED10個

14:35 訓練終了　帰校

14:45 訓練終了・まとめ、解散命令 訓練終了 訓練終了 訓練終了

14:50 後片付け終了後　帰校
15:00

心肺蘇生モデル（全身人形４体・上半身６体）
訓練用AED 10　救急医療セット２組　　阿賀市
民センター搬入

心肺蘇生（心マッサージ・AED）の訓練
消防隊員(５人   リーダー：小山           )
看護学部教員(５人　リーダー：大坪     前信・鮎川・新川・高橋 )

避難開始：看護学部学生と合流
予定

地域住民へ避難を呼びかけなが
ら避難を開始

阿賀小学校前待機2名、阿安芸
阿賀駅前待機2名の搬送を行

う。

エアーストレッチャー３台・人形３体（阿賀駅南
口ロータリー配置）　配置：加藤・岡田　浅香・（

）・救急看護強化コース学生

「訓練、訓練、お知らせします。
ただ今、津波警報が発令されま
した。速やかに高台(阿賀市民
センター３階）に避難してくださ
い。

訓練に必要な物品の確認

「活き活きサロン」の方はそのま
ま活動を実施

「訓練、訓練、お知らせします。
ただ今、地震速報が発令されま
した。安全に身を守る体制を
取ってください。

「訓練、訓練、お知らせします。
ただ今、津波警報が発令されま
した。速やかに高台(阿賀市民
センター３階）に避難してくださ
い。

「訓練、訓練、お知らせします。
ただ今、地震速報が発令されま
した。安全に身を守る体制を
取ってください。

デモンストレーション ２ヵ所（消防・教員合同）

各訓練グループ（10グル―プ）に分かれて見学・体験

2014/8/20

13:30

資料２
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資料３

平成25年度「地域密着型学生参画災害時避難訓練」 避難経路 資料3
平成26年2月28日（金）13：30～
●地震速報 13：30 → 身を守る

●津波警報 13：33 → 13：40～ 阿賀市民センターへ５Gに別れて避難開始

●避難者数および安全確認 14：00・学生点呼：田村（前信）⇒（佐々木）へ

報告

●救急蘇生訓練 14：05
●小学生訓練終了 14：35

海

阿賀小学校付近救

助担当

１G：高橋

阿賀公民館待機：鮎川・讃井

阿賀駅南口付近救助担当

２．３G：大坪・新川

事前待機：加藤・岡田・浅香

阿賀公民館先着隊および

全体救護総括担当

４・５G：前信・田村

13：40避難開始

横断歩道を使用す

る場合は信号のと

ころを使用する

学生番号 学生氏名 学生番号 学生氏名

130 溝口　佳奈 38 嘉陽　アイリ

5 石橋 百華 3 有保　真生
11 岩田 彩伽 4 石田 里帆

101 西村　奈緒 100 西村　健一郎
80 田中　萌佳 109 濱口　拓也

72 瀧口　陽菜 139 柳原　知恵

31 表　優希 149 吉川　美香
37 神垣　早紀 30 重川 未緒

102 西村　直希 75 武名　美波
118 古澤　俊吾 67 鈴木　大雅
127 三浦　千春 128 三木　亮太
113 平元　智也 18 大神久留美
59 猿渡　愛満瀬 20 大下真里奈
68 祖川　麻里子 23 大原 香織

103 新田　眞子 76 竹野　萌子
111 飛騨　千織 78 田中　智恵

14 梅中　宗裕
81 谷口　俊樹

144 山本　航平
53 幸本　彩花
54 古武家恵理

114 福井　莉奈
116 二川　萌恵
85 塚田　裕未

2G

3G

1G 4G

5G

学生番号 学生氏名 学生番号 学生氏名

130 溝口　佳奈 38 嘉陽　アイリ

5 石橋 百華 3 有保　真生
11 岩田 彩伽 4 石田 里帆

101 西村　奈緒 100 西村　健一郎
80 田中　萌佳 109 濱口　拓也

72 瀧口　陽菜 139 柳原　知恵

31 表　優希 149 吉川　美香
37 神垣　早紀 30 重川 未緒

102 西村　直希 75 武名　美波
118 古澤　俊吾 67 鈴木　大雅
127 三浦　千春 128 三木　亮太
113 平元　智也 18 大神久留美
59 猿渡　愛満瀬 20 大下真里奈
68 祖川　麻里子 23 大原 香織

103 新田　眞子 76 竹野　萌子
111 飛騨　千織 78 田中　智恵

14 梅中　宗裕
81 谷口　俊樹

144 山本　航平
53 幸本　彩花
54 古武家恵理

114 福井　莉奈
116 二川　萌恵
85 塚田　裕未

2G

3G

1G 4G

5G

広
島
文
化
学
園
大
学

看
護
学
部
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資料４

平成25年度広島文化学園大学「地域密着型学生参画災害時避難訓練」  看護学部行動予定表 資料4

　「市民による救助方法（AEDを含む）の訓練内容」

時間 訓練内容
14:00 点呼・確認
14:05 参加者全員を4ブースにわかれて、「市民による救助方法（AEDを含む）」のデモンストレーションを実演

15分

デモンストレーションの基本的な流れ　（手早くかっこよくではなく、ていねいに音声メッセージにあわせて）

※消防職員（小山）、教員（前信）、５Gの学生は　小学生が見学しやすいように全体を総括
※デモンストレーションの最後には、胸骨圧迫の重要性を説明し、AEDが見つからない場合の対応についてふれる
※人工呼吸をする場合は30：2で行うことを伝える（しなくてもよいことも伝える）
※時間に余裕がある場合は、すばやいデモンストレーションを学生を交えて実演する

14:20 それぞれのブースをさらに２つに分割、全部で１０か所にわかれて小学生・地域住民に体験してもらう

体験担当者 担当学生 小学生・地域住民　対応教員

1 消防職員A １G学生4名

15分 2 高橋 １G学生4名
3 消防職員B ２G学生4名
4 新川 ２G学生4名
5 消防職員C ３G学生4名
6 大坪 ３G学生4名
7 消防職員D ４G学生4名
8 鮎川 ４G学生4名
9 消防職員（小山） ５G学生4名

10 前信 ５G学生4名
※小学生・地域住民対応教員は、希望者が体験できるよう誘導する（小学生に優先的に体験してもらう）
※看護学生は、体験担当者の指示を受けながら、小学生、地域住民とともに体験する

14:35 阿賀小学校・訓練終了

14:45 訓練終了

※デモンストレーションは消防職員と教
員で実施　技術が確実な学生がいれば

デモンストレーションに加える

消防職員 教員 学生
1ブース 消防職員　A高橋 １Gの学生A
2ブース 消防職員　B新川 ２Gの学生B
3ブース 消防職員　C大坪 ３Gの学生C
4ブース 消防職員　D鮎川 ４Gの学生D

阿賀市民センターへ

急いで避難してきた人

が倒れました！

大丈夫ですか？

誰か！ 119番に

連絡してください

腹部と胸のあたりを

7秒程度観察する

AED到着 持ってきた

人に使えるか聞き、

使えない場合は使え

る人をさがす

あわてずにAEDの音声

にしたがいながら行う

ただし、胸骨圧迫を

かならず継続する

胸骨圧迫を開始す

る。人工呼吸は行

わない。30回にこ

だわらずひたすら
圧迫する。


